
湿地に群生し、乾燥すると消失する。草丈30cm、直立茎に葉を互生し、茎頂に5枚の葉を散状につけ、そ

の葉腋から5本の散形枝を出し、各枝は杯状花序を頂生し、三又分枝、ついで二又分枝を繰り返す。花期

は4-5月。花序の下部の苞葉は倒卵形で、あざやかな黄色を呈し、遠くから見ると花弁のように見える。

東播磨と西播磨に自生地が新しくみつかった。

－

B

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

三田市、西脇市、加東市、多可町、たつの市、丹波市

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

トウダイグサ科

兵庫県ランク…ノウルシ
環境省ランク… NTEuphorbia  adenochlora  C.Morren et Decne.


